
　◆回復に足踏みがみられる。

個人消費：弱含み
　　　6月の百貨店・スーパー販売は前年比1.9%減となり3か月連続減
住宅建築：持ち直し
　　　6月の住宅着工戸数は前年比25.4%増で2か月ぶりの増加
設備投資：横ばい
　　　7月の貨物自動車販売は前年比9.1%増
公共工事：低下傾向
　　　7月の公共工事請負件数は、前年比0.8%増で2か月ぶりに増
輸出入：輸出入ともに減少
　　　6月の県内3港の通関輸出額は前年比14.7%減で12か月連続減少
生産活動：一進一退
　　　5月の鉱工業生産指数は123.1で前月比6.0%上昇し2か月ぶり上昇
雇用情勢：改善続き高水準
　　　6月の有効求人倍率は1.42倍で3か月連続で前月比上昇
　　　新規求人数をみると、食料品や輸送用機械器具、生産用機械器具
　　　などの製造業、小売業、宿泊業・飲食サービス業、社会保険・
　　　社会福祉・介護事業などで前年比増加。

　 　　　　　　　　　　　

◆業況は改善するも、来期は低下の見通し
○直近の業況

○来期の見通し
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卸売業、不動産業、建設業、製造業で改善、小売業、サービス業で横ばい

製造業、建設業で改善、卸売業、不動産業、サービス業、小売業で低下の予想

・旅行会社との提携により、中国人観光客の誘致が成功し、対前期比7割増の増収とな
る見通し。（ビジネスホテル業）
・今年度、大口の受注案件が増加し、増収見通しであるが、下請工事業者や職人の確保
が難航している。（店舗用内装工事）
・1月～3月期は主要受注先からの受注状況が安定しており、売上はやや増加。4月以降
の売上は対前月比微減の見通しではあるが、今期は前期に比べ増収となる見通しで、業
況は安定基調にある。（機械部品製造業）
・消費税増税の駆け込み需要以降、売上が大幅に減少し、厳しい状況が続いている。加
えて主要先が相次いで加工内製化し、売上確保が難しくなってきた。しかし、設備導入
をした場合、今後の受注増加が期待できる状態である。（電子部品組立・加工業）
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三重県経済の動向（抜粋）


